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JAニュース

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根

は
、
島
根
県
警
察
本
部
と
連
携
し
、
９
月
30
日
に
浜
田
市
立

浜
田
東
中
学
校
に
て
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
実
演
を
行
い
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
車
に
は
ね

ら
れ
、
宙
を
舞
う
と
、
生
徒
か
ら
お
お
き
な
ど
よ
め
き
が
起

こ
り
ま
し
た
。

事
故
の
衝
撃
や
怖
さ
を
生
徒
に
実
感
い
た
だ
き
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
自
転
車
で
の
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
学
び
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
に
遭
わ
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
は
、
10
月
１
日
江
津
総
合
市
民
セ

ン
タ
ー
で
「
令
和
４
年
度
下
期
事
業

進
発
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
佐
々

木
本
部
長
よ
り
「
下
期
事
業
進
発
式

を
役
職
員
一
堂
に
会
し
、
開
催
で
き

た
こ
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
上
期

は
２
月
末
で
の
支
店
集
約
や
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
な
ど
経
営
改
善
の
取
り
組
み
を
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
説
明
・
ご
理
解
を
得
る
た
め
に

30
会
場
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
改
革
を
進
め
て

い
き
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
大
切
に
全
職

員
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
テ
レ
ビ
・
Ｃ
Ｍ
等
で
ご
活
躍
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
布
野
ま
ち
こ
さ
ん
の
講
演
を
拝
聴
し
た
後
に
各
部
長
、

統
括
支
店
長
、
関
連
会
社
㈱
オ
ー
ト
パ
ル
み
ど
り
、
㈱
い
わ

み
中
央
Ｊ
Ａ
葬
祭
セ
ン
タ
ー
か
ら
上
期
の
振
り
返
り
と
下
期

の
事
業
方
針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
全
職
員
で
の
意
識
統
一

を
図
り
ま
し
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
を
遵
守
し
、

職
員
一
人
一
人
が

改
革
の
意
識
を
持

ち
寄
り
添
う
気
持

ち
を
大
切
に
事
業

に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

第
37
回
島
根
ぶ
ど
う
園
コ
ン
ク
ー
ル
褒
賞
授
与
式
が
10
月

25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
栽
培
管
理
（
土
壌
管
理
、
整
枝
剪
定

な
ど
）、
果
房
の
大
き
さ
や
房
締
ま
り
、
果
粒
の
大
き
さ
や

揃
い
な
ど
を
審
査
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

令
和
４
年
度
は
大
粒
系
ぶ
ど
う
（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

を
除
く
）
が
対
象
で
島
根
県
内
25
園
を
６
月
～
８
月
に
審
査

し
、
最
も
優
秀
な
９
園
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

入
賞
９
園
う
ち
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
授
賞
さ
れ
た
中
下

祐
介
様
（
金
城
町
）、
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
を
授
賞
さ
れ
た

（
株
）
藤
若
農
産
様
（
金
城
町
）
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ

み
中
央
地
区
本
部
管
内
で
計
５
名
の
方
が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

●
農
林
水
産
大
臣
賞
　
　
　

　
中
下
　
祐
介 

様
（
金
城
町
）

●
中
国
四
国
農
政
局
長
賞

　
㈱
藤
若
農
産 
様
（
金
城
町
）

●
島
根
県
果
樹
研
究
同
志
会
長
賞

　
坂
田
　
　
昇 
様
（
金
城
町
）

　
田
邨
　
一
男 

様
（
金
城
町
）

　
塚
本
　
朝
代 

様
（
金
城
町
）

寄
り
添
う
気
持
ち
を
大
切
に

令
和
４
年
度
下
期
事
業
進
発
式

自
転
車
事
故
の
な
い
社
会
へ

島
根
ぶ
ど
う
園
コ
ン
ク
ー
ル

褒
賞
授
与
式
開
催

最優秀賞「農林水産大臣賞」中下祐介様　ピオーネ園最優秀賞「農林水産大臣賞」中下祐介様　ピオーネ園

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地

区
本
部
と
島
根
お
お
ち
地
区
本

部
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
・
一
般

財
団
法
人
島
根
県
農
協
共
済
福

祉
事
業
団
は
、
秋
の
交
通
安
全

運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
、
９
月

28
日
に
江
津
市
へ
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
３
基
と
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
ガ

イ
ド
10
本
を
贈
り
ま
し
た
。

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て

て
も
ら
い
、
ま
た
人
命
保
護
と
被
害
軽
減
を
目
的
と
し
て
毎

年
行
っ
て
お
り
ま
す
。贈
呈
時
に
中
村
中
江
津
市
長
よ
り「
市

民
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
29
日
、西
条
柿
（
こ
づ
ち
）

の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
浜
田

市
内
村
町
の
柿
選
果
場
に
て
出
荷

目
合
わ
せ
会
を
開
催
し
生
産
者
他

40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
荷
目
合
わ
せ
会
で
は
、
西
条

柿
約
５
０
０
ｋｇ
が
持
ち
込
ま
れ
、

市
内
の
販
売
店
へ
出
荷
さ
れ
ま
し

た
。今

年
は
、
順
調
に
生
育
し
、
品

質
は
上
々
で
糖
度
も
平
年
以
上
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。
今
年
は
出
荷
目
標
１
１
６
ト
ン
、
販
売

金
額
３
，
７
０
０
万
円
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

い
わ
み
中
央
西
条
柿
生
産
組
合（
池
田
道
成
組
合
長
）は「
昨

年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
販
売
促

進
活
動
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
今
年
か
ら
石

見
銀
山
地
区
本
部
の
西
条
柿
を

浜
田
柿
選
果
場
に
て
全
量
選
果

を
行
う
事
に
よ
り
、
安
定
し
た

選
果
場
運
営
を
行
い
、
生
産
者

の
費
用
負
担
軽
減
を
図
り
、
生

産
意
欲
の
向
上
に
努
め
て
い

く
。
出
荷
ピ
ー
ク
は
10
月
末
、

11
月
中
旬
ま
で
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。」
と
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
販
売
や
加
工
事

業
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

い
わ
み
中
央
菌
床
椎
茸
生

産
部
会
（
部
会
長
：
向
井
康

博
）
は
10
月
22
日
に
「
き
の

こ
収
穫
祭
」
と
題
し
て
、
菌

茸
類
の
販
売
促
進
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
中
々
販
売
促

進
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
で
し
た
が
規
制
も

徐
々
に
緩
和
し
つ
つ
あ
る

為
、
認
知
度
向
上
な
ら
び
に
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
サ
ン
ピ

コ
ご
う
つ
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
お
客
様
に
来
店
頂

き
、
パ
ッ
ク
物
や
袋
物
、
イ
ベ
ン
ト
で
詰
め
放
題
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
椎
茸
等
の
美
味
し
い
食
べ
方
の
調
理

手
順
や
コ
ツ
な
ど
家
庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
よ
う
な
料
理
を

紹
介
し
、
レ
シ
ピ
の
配
布
を

行
っ
た
り
、
保
存
方
法
な
ど
を

説
明
し
た
り
し
ま
し
た
。

10
月
下
旬
か
ら
11
月
頃
か
ら

本
格
的
に
き
の
こ
の
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
ま
す
。
円
安
の
影
響
で

国
内
産
の
消
費
が
高
ま
る
中
、

地
元
産
の
美
味
し
い
き
の
こ
を

多
く
の
方
へ
食
べ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
今
後
も
Ｐ
Ｒ
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
地
域
貢
献
活
動

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
の
思
い
を
込
め
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈

い
よ
い
よ
シ
ー
ズ
ン
到
来

西
条
柿
出
荷
目
合
わ
せ
会
の
開
催

「
き
の
こ
収
穫
祭
」の
開
催
!!

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾
笑顔いっぱい！

令和４年10月２日江津会場（川平圃場）にて稲刈り体験を行いました。
当日は８家族（23名）が参加し、みんなでラジオ体操を行って圃場へ移動しJA営農経済部職員が稲刈

り作業の説明を行い、稲刈り体験をスタートしました。
稲刈り体験の途中、ご協力いただいている農事組合法人 川平みどりによるコンバインでの収穫実演も

していただき、参加者の皆さんに機械での稲刈りを見学してもらいました。
稲刈り体験中にヘビやネズミなど田んぼの中にいる生き物も出てきて、発見もある体験となりました。

参加者から「まだまだ稲刈りをしたかった」と言ってもらえる楽しい学びの場となりました。

江津稲刈り体験

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2022年11月号

冬の土づくりは
夏野菜に大きく影響します!!

冬野菜は育ちがゆっくりなので、農作業の時間にゆとりがある
と思っていると、アッという間に春がやってきます。今からやる
べき畑仕事は土づくり。夏野菜の栽培に大きく影響します。

★12月～１月は寒おこし
鍬（くわ）または鋤（すき）で大きくひっくり返します。土の中にいる虫や草の種を寒風にさらすこ
とで害虫や雑草が減ります。春から畑仕事がグッとやりやすくなる地味だけど大事な仕事です。

★２月は堆肥のすき込み　※すき込み…堆肥や肥料を加えながら耕すこと
立春が過ぎると日に日に暖かさが増してきます。少しずつ雨も増えてくるこの時期に、堆肥をすき込
みます。堆肥などは作付けの３週間前にも行うので、まずは１回目。このと
きに雑草やワラなどがあれば、一緒にすき込むことで有機質肥料にもなりま
す。
※砂質の畑は１回だけでも大丈夫です。固くて水はけの悪い土質向きの冬仕
事です。

★一番大切なのは微生物を生き生きさせること
酸素と有機物を取り込むことで微生物が活発に動き始めます。有機物を分
解することで土の温度が上がり、春先の寒暖の厳しい時期に安定した苗の育
成ができます。野菜づくりには土の中の微生物はとても重要です。元気な野
菜が育つだけでなく、野菜の育成を阻害する土中のカビ菌の繁殖も防いでく
れます。寒い時期のひと手間が、夏野菜の味をよくする上に、収量アップに
もつながります。

●冬の間にしっかりと土づくりを！
畑起こしは冬が最適です。なぜか？越冬野菜やトンネル栽培物を除けば、
この時期の家庭菜園は冬休みで空き地が多く、耕せる面積割合が広いからで
す。それに加えて、掘り起こした土を厳しい寒気にさらすことによって風化
させ、病原菌や害虫、雑草などの密度を下げることができます。
耕す方法としては、畑全体に石灰または苦土石灰を、通常は土が７～８割
がた見えなくなる程度（１平方ｍ当たり50ｇ位）均一にまいてから、20～
30cmの深さを鍬（くわ）またはシャベルで耕します。石灰の量は野菜の種類
によって育ちの悪いものがある場合は、土のpHを調べて加減する必要があり
ます。
耕したあとは、土の表面の凸凹をそのままにして寒気や雨風にさらして風
化を促しましょう。
冬の間を利用して、落ち葉、枯れ草、稲わらなどを積み上げて良質な堆肥
をできるだけたくさんつくることも考えましょう。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

島根県西部農林水産振興センター農業振興部：0855-29-5614

排水対策を徹底し、水田園芸県推進6品目にチャレンジ排水対策を徹底し、水田園芸県推進6品目にチャレンジ
◯水田園芸県推進６品目とは
島根県では、農家の皆さんの所得向上を目指し、水田での野菜栽培を推進しています。その中
でも、今後も需要拡大が見込まれ、機械化や省力化が可能な品目としてキャベツ、タマネギ、白
ネギ、ブロッコリー、アスパラガス、ミニトマトの６品目を推進しています。
上記品目の作付けの際には、一定の要件を満たすことで国や県の補助事業や産地交付金等の支
援制度の活用が可能です。

◯排水対策について
園芸品目を水田で栽培する場合、排水不良が問題となります。排水が悪いと根腐れや病気の発
生を助長するため、対策が必須です。
排水性の向上には、土づくり、高畝栽培と共に、額縁明渠等を施工し表面排水を促すことが重
要です。
・額縁明渠の施工

ほ場内の周囲を囲むように掘った溝で、溝掘機や管理機、小型バックホーなどを用いて施
工します。下の図を参考にしてください。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



令和４年度

農業所得申告支援帳票の
申込みのご案内

今年度も農業所得支援帳票の作成・配布を受付します。
ご利用を希望される方は、JA各支所・事業所・営農経済センターで下記の通り申
込をお願いいたします。
なお、継続利用契約の申込みはお引き受けできませんので、ご了承ください。

１．申告支援の内容

　①農業収支計算明細書（１年間のＪＡでの貯金取引を科目別に分け表にします。）
　②農業収支内訳準備表（科目別に集計された一覧表になっています。）

２．ご利用方法 

　集計口座は３口座まで、ご家族の口座でも集計できます。

３．ご利用料金

　１件　1,100円（税込）

４．申込締切日

　令和４年12月20日（火）各支店・事業所・営農経済センター必着
毎年、申告時期になってからの申込みがありますが、締切厳守でお願いいたします。

５．帳票のお届け予定時期

　令和５年１月中旬ごろ郵送（特定記録）にてご自宅へお届けします。

［お問い合わせ先］

営農経済部 営農企画課 TEL：0855–22–8812

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
女

性
部
（
德
田
マ
ス
ヱ
部
長
）
は

10
月
４・５
日
に
開
催
さ
れ
た
第

13
回
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
学

に
女
性
部
員
11
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
島
根
県
Ｊ
Ａ

女
性
部
組
織
結
成
70
周
年
の
記

念
大
会
で
あ
り
、
出
雲
市
大
社

プ
イ
レ
ス
う
ら
ら
館
で
行
わ
れ

た
記
念
式
典
に
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

の
石
川
寿
樹
組
合
長
や
島
根
県
の
丸
山
達
也
知
事
も
出
席
さ

れ
、
式
典
後
の
元
大
相
撲
力
士
「
舞
の
海
秀
平
氏
」
の
記
念

講
演
は
笑
い
の
絶
え
な
い
講
演
会
で
し
た
。
翌
日
は
場
所
を

松
江
市
玉
造
温
泉
の
ホ
テ
ル
玉
泉
へ
移
し
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
催
、
交
通
安
全
を
テ
ー
マ
に
し

た
落
語
で
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
を
学
び
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
女
性
部
員
の
皆
さ
ん
は
た
く
さ
ん
の
笑
い
に
元
気
を

も
ら
っ
た
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
学
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

女
性
部
（
德
田
マ
ス
ヱ
部
長
）

は
10
月
８
日
に
金
城
町
今
福

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
親
睦
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
58
名
が

プ
レ
ー
し
、
来
賓
で
出
席
し

た
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

地
区
本
部
佐
々
木
本
部
長
も

女
性
部
員
と
一
緒
に
プ
レ
ー

し
ま
し
た
。

少
し
肌
寒
い
く
ら
い
の
天
候
で
し
た
が
、
プ
レ
ー
が
始
ま

る
と
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
コ
ー
ス
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
日
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
６
人
達
成
さ
れ
楽
し
い
中
に
も

光
る
プ
レ
ー
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
14
日
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い

わ
み
中
央
地
区
本
部
（
金
城

支
店
・
雲
城
出
張
所
・
波
佐

事
業
所
）
に
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

い
わ
み
中
央
女
性
部
（
以
下

Ｊ
Ａ
女
性
部
）
が
組
合
員
・

利
用
者
を
Ｊ
Ａ
と
共
に
元
気

づ
け
た
い
と
考
え
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
煎
餅
を
配

布
し
ま
し
た
。

店
舗
に
来
店
さ
れ
た
組
合
員
・
利
用
者
以
外
に
も
Ａ
Ｔ
Ｍ

利
用
者
に
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
味
噌
作

り
体
験
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
部
員
一
人
ひ
と
り

の
思
い
を
大
切
に
し
、
Ｊ
Ａ
と
力
を
合
わ
せ
て
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

島
根
県
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
結
成
70
周
年
記
念

第
13
回
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
学
に
参
加

仲
間
の
絆
を
大
切
に

Ｊ
Ａ
女
性
部
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

Ｊ
Ａ
女
性
部　
金
城
で
Ｐ
Ｒ

や
ま
ゆ
り
カ
フ
ェ活
動

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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10月13日ＪＡ女子大学７期生は「フルーツカッティング教室」を開催しました。
講師に日本野菜ソムリエプロでベジフルカッティングプロフェッショナルの工藤恭子さん

を迎え、実りの秋にちなみ今が旬の果物（ブドウ、いちじく、リンゴ、キウイなど）を、ペ
ティナイフを使って華やかなフルーツアートにする飾り切りに挑戦しました。
初めにオレンジを半分にして中身をくりぬき、実をスライスしてバラの花になるように飾

り付け、続いてキウイ、ブドウも中心にＶ字の切れ込みを入れて半分にし、お花に変身させ
ました。一番の難関はリンゴの「花扇切り」でしたが、みなさん「難しい、難しい」と言い
ながらも斜めに切り込みを入れ、見事に仕上げていきました。
「美味しい果物が見ただけでさらに美味しくなる魔法のようなカッティングだわ！」「子供
の誕生日やクリスマスにぜひやってみたいわ！」などとても好評で「愛着がわいて食べるの
がもったいなくなるのが難点ね」という感想までありました。
完成したフルーツアートは各自ケースに詰めて持ち帰り、「うわぁ～、素敵♡」と驚くご
家族の笑顔が見られたことでしょう。

10月講座「フルーツカッティング」
い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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い
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い
わ
み
中
央
地
区
本
部

令和4年4月時点

、。入にあ�りまし���お近く�JA�農協�へお問い合わ�く��い�
※��資料�概要を説明し�も����、検討にあ�っ��「重要事項説明書�契約概要�」を必�、覧く��い�ま��、契約�際に�「重要事項説明書�注意喚起情報�」およ
び「、契約�しおり・約款」を必�、覧く��い����【22320320190】
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年金相談会

10
月
８
日
、
第
43
回
銀
天
街
ど
ん
ち
っ
ち
タ
ウ
ン
神
楽
フ
ェ

ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
に
行
わ
れ
た
浜
っ
こ
祭
り
同

様
３
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
場
に
は
多
く
の
方
が
集

ま
り
神
楽
を
見
物
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
環
境
の
中
、
こ
の
よ
う
な
催
し
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
心
待
ち
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
神
楽
の
迫
力
あ
る
舞
や
演
奏
、
特
に
大
蛇
16
頭
が
出

る
「
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
大
蛇
」
の
迫
力
に
魅

了
さ
れ
た
方
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
間
近
で
見
る
機
会

が
と
て
も
少
な
く
な

り
、
よ
り
神
楽
の
凄
み

が
実
感
で
き
ま
し
た
。

帰
っ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト

銀
天
街
神
楽
フ
ェ
ス
タ

12月６日㈫
浜田西支店
午後３時から
午後７時まで

メガネ・補聴器巡回スケジュール
開催日 時　　間 会　　場

12月１日㈭ 午前９時－午後１時 波佐事業所

12月２日㈮ 午前９時－午後12時 Aコープやさか前

12月12日㈪ 午前９時－午後１時 Aコープあさひ前

12月13日㈫ 午前９時－午後１時 三隅支店

12月14日㈬ 午前９時－午後１時 美川事業所

開催日 時　　間 会　　場

12月16日㈮ 午前９時－午後１時 江津西支店

12月26日㈪ 午前９時－午後１時 雲城出張所

12月27日㈫ 午前９時－午後１時 浜田西支店

12月28日㈬ 午前９時－午後１時 金城支店

ご自身・ご家族のメガネ調整、補聴器点検等気軽にお立寄り下さい‼

いわみ中央地区本部 ローンセンター
ローン相談開催中 毎月 第２・第４土曜日

受付時間／9：30～16：00
12月 10日・24日

いわ
み中

央地区本部１階

ロー
ンセン

ターでお待ちしております!!

JAしまね　いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741
℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

©よりぞう

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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